








施設・設備の保
守管理

管理記録の整
備・保管

清掃業務

警備業務

外構・植栽管理

備品管理

（評価の理由）
【施設・設備の保守管理】
・維持管理計画に基づく保守点検をもれなく実施しており、異常個所の早期発見・対応により、利用者への影響を最小限度にとどめるよう対応し
た。
・陸上競技場のスタンドカメラのカメラ交換工事（１３台）やアリーナ床補修工事、等々力球場人工芝沈下部補修など、利便性や安全性の向上、施
設寿命の長期化に資する大型修繕を適切に実施した。
・かわさき飛躍祭、全国緑化かわさきフェアといった市の大規模事業実施では、緑地内施設の活用を行うとともに、、全国緑化かわさきフェアでは
秋と春の中間期間の設置物残置などフェアの成功に向け全面的に協力を行った。
【清掃業務】
・維持管理計画に基づく日常・定期作業を滞りなく実施した。
・日中清掃員が常駐することでゴミや落ち葉等を迅速に回収し、美観維持向上に貢献した。また、落葉時期における近隣住民からの陳情に対し
ても、即時対応することができた。
・アンケート調査ではトイレをもっと綺麗にしてほしいというトイレの清掃状態に関する意見もあった。
【警備業務】
・警備員を24時間常駐することで、夜間早朝に発生する事案についても迅速な対応を行った。深夜時間帯のバイク乗り回しや飲酒・喫煙行為に
ついては、警察とも連携し、巡回強化を依頼するなど対応を行った。
【外構・植栽管理】
・近隣住民などからの陳情等よる作業スケジュールの変更に柔軟に対応しつつ、優先順位をつけて緑地全体の植栽管理を実施した。また、強
風・豪雨の直後などは緑地内植栽の目視点検を実施し、折れ枝等の危険性がある場合はその除去を行った。

施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故・犯罪等の未然防止に役
立っているか

8 3 4.8外構の植栽を適切に管理（草刈、剪定、害虫駆除等）しているか

設備・備品の整備や整頓、利用者が使用する消耗品等の補充が適切に行われて
いるか

適
正
な
業
務
実
施

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守点検や整備等を適
切に実施しているか

8 4 6.4業務日誌・点検記録・修繕履歴等が適切に整備・保管されているか。

施設内及び外構の清掃が適切に行われ、清潔な美観と快適に利用できる環境を
維持しているか



４．総合評価

70 評価ランク

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

※評価ランクの適用基準

・指定管理２年次目である令和６年度は、かわさき飛躍祭、全国緑化かわさきフェアといった市の大規模イベントがある中でも、安全・安心な
緑地の維持管理運営業務を適切に実施した。
・維持管理計画に基づく定期点検や日常点検等を適切に実施し、異常個所の早期発見・対応を行うことにより利用者への影響を最小限に
留めるとともに、植栽管理について剪定作業の予定をホームページで公開するなど、適切な維持管理を実施した。また、必要な修繕や備品
更新を適切に実施することで安全で快適な施設の利用環境を提供し、大規模興行についても大きな事故等なく実施することができた。
・地域団体やかわさきスポーツパートナー等と連携した取組や、賑わい創出に向けた大型イベントの誘致など、多種多様な自主事業を実施
することにより、緑地の魅力向上や施設の利用機会向上・有効活用に寄与した。

・令和６年度の維持管理運営を通じて得たノウハウや課題等を適切に振り返り、今後のサービス向上に努めること。また、効果的に利用者の
声を収集するため、適切な時期・頻度で利用者アンケートを実施するとともに、寄せられた意見や要望等に対して、効果的な改善策を講ず
るなど、より質の高いサービス提供に引き続き取り組むこと。
・市が推進するかわさきパラムーブメントや地域包括ケアシステムを踏まえ、誰もが利用しやすい施設として管理運営を行うとともに、日々の
運動やコミュニティの場としての活用が促進されるよう取り組むこと。
・地元企業や近隣住民など地域と連携したイベントなどの取組や、市民協働による維持管理など公園の魅力づくりをさらに進めること。
・自主事業等において事業者と連携調整等が不足していることがあるため、より適切にマネジメントすること。
・トイレの清掃状態についてはより清潔な状態となるよう努めること。
・平常時から災害への備えに取り組むとともに、風水害等に備えた実践的な訓練を実施することで、従事者の防災能力や意識の向上に引
き続き取り組むこと。また、昨今の異常気象（酷暑や雷、ゲリラ豪雨等）に伴う利用者の誘導・安全確保や、多種多様なイベント開催により想
定されるリスク（飲食提供に伴うアレルギー症状や飲酒トラブル等）への対応など、日頃から様々な状況を想定し、それに対応できるよう更な
る体制の強化に努めること。
・令和7年10月からの再編整備関連の工事着工に伴い、市などの関係者と連絡・調整を密に行うとともに、工事に関連する事故のないよう、
昨年度以上に安全・安心な緑地の維持管理運営業務を適切に実施するとともに、多様なニーズに合わせた自主事業を企画・実施し、引き
続き、緑地の魅力向上や施設の有効活用に取り組むこと。

Ｃ 総合評価の結果、適正であると認められる。（60点以上70点未満）　※標準点

Ｄ 総合評価の結果、改善が必要であると認められる。（50点以上60点未満）

Ｅ 総合評価の結果、問題があり適切な措置を講じる必要がある。（50点未満）

評価ランク 適用基準（評価点合計）

Ａ 総合評価の結果、特に優れていると認められる。（80点以上）

Ｂ 総合評価の結果、優れていると認められる。（70点以上80点未満）

評価点合計 B


